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とが必要である」（26ページ），「他者をケアする者は，自己を鍛錬して他者を癒すアートとしての技を身につけ
なくてはならない」（163ページ）といった言い方で，断片的ではあるが，看護者の自己ケアの重要性を強調して
いる。また，看護者が自分のストレスをどう自己管理（セルフマネジメント）するかに関して具体的提案を断片
的に集めたものも出版されている。（吉本武史編『看護現場のストレス　ナースだって癒されたい』医学書院，
2008年参照。）
２）渡邉美千代「身体とケアの看護現象─ケアの〈あいだ〉に見えること・見えないこと─」，大阪大学臨床哲学研
究室，2007年，63ページ参照。
３）増田れい子『看護　ベッドサイドの光景』岩波新書，2009年，56ページ。
４）同上，57ページ参照。
５）同上，57ページ参照。
６）同上，182ページ。
７）同上，182ページ。このことと関連するが，藤井理恵と藤井美和は，患者との深いコミュニケーションのために
は，医療者側に，患者の前でどうあるかという人間性の部分が，専門性プラスアルファの部分として必要となっ
てくると述べている。（『たましいのケア　病む人のかたわらに』いのちのことば社，2009年，48-52ページ，
188-189ページ参照。）
８）武井麻子は，「感情労働としてのケア」のなかで，頻繁に鳴るモニターのアラームやナースコールに振り回され，
忙殺され看護どころではない看護者の現実や，自殺に追いやられる看護者の比率の高さなどを問題にしている。
（川本隆史編『ケアの社会倫理学』有斐閣選書，2005年，第五章参照。）こうした問題については，医療行政，福
祉政策の実態，病院経営の理想と現実などに目配りの効く人物の考察が望まれる。
９）パスカル，前田他訳『パンセ　Ⅰ』中央公論新社，2004年，3-9ページ参照。
10）同上，９ページ。
11）辻邦生『パリの手記─Ⅳ』河出書房新社，1974年，147ページ。
12）渡邉美千代，上掲論文，63ページ。
13）同上，63ページ。
14）同上，12ページ。
15）同上，12ページ参照。
16）同上，12-13ページ参照。
17）同上，17ページ。
18）同上，14ページ。
19）同上，14ページ。
20）モンテーニュ，関根秀雄訳『随想録』下，新潮社，1970年，725ページ。
21）茂手木元蔵訳『セネカ　道徳書簡集─倫理の手紙集─（全）』東海大学出版会，2004年参照。なお，Ｍ．フーコ
ーは，西欧における自己の配慮に関する問題を哲学，歴史，宗教の背景を視野に入れた大規模な考察を行ってい
る。セネカについても言及し，特にセネカにおける自己配慮が，他者とともに生きる仕方に結びつくものである
ことを明らかにしている。（Ｍ．フーコー，廣瀬，原訳『主体の解釈学』筑摩書房，2004年参照。）
22）同上，164ページ。
23）渡邉美千代，上掲論文，72ページ。
24）同上，62ページ。
25）同上，73ページ。
26）宮下志郎編訳『モンテーニュ　エセー抄』みすず書房，2003年，137ページ。
27）マルクス・アウレーリウス，神谷美恵子訳『自省録』岩波文庫，1993年，205ページ。
〔付　記〕
　本稿は，平成23年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ））「ケアの現象学の基礎と展開」（研究代表者・榊原哲也）
による研究成果の一部である。
 （2011年11月25日掲載決定）
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